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・花火や祭りが中止になったことによる
地域経済への影響は大きいと思う。

・飲食店で「安心して食事ができる環境」
が整えば、まちに賑わいが戻る。

・ボーナスや残業代が減り、住宅ローンの
返済の相談も出てきている。

・今後、売上回復期における在庫や売掛金
が増えたとき、運転資金が必要となる。
回復期における支援策も検討が必要。

・持続化給付金の申請条件（売上50％以上
の減少）については、そこまで厳しくな
い（落ち込んではいない）という感覚。

・事業活動に対する支援のほか、今後は個
人の暮らし（家計）も大変になってくる
感じがするので、生活者支援も一層充実
させる必要があると感じている。

・「もういいか廃業」は高年齢の経営者だ
けでなく、若い経営者でも発生している。

コロナ禍による地域経済への影響
と今後の対応は？

2020.7.15 ＠袋井市役所301会議室

主な意見（地域の実態とafterコロナの経済社会に向けた成長戦略）

金融機関支店長会議

・飲食業等の経営は厳しい一方で、食品等
の小売業は忙しいなど、コロナ禍の影響
は業種によりマチマチ。

・国や県の支援を受けて保証協会付け融資
は一巡した感がある。今後は、プロパー
融資にどう取り組んでいくかが課題。

・行政には低所得者層への支援を求めたい。

・ネット通販等の人との接触のないビジネ
スモデル等へシフトしていくため、これ
に対応していくことが必要。

・スタートアップの支援も必要。

・飲食店で頑張れている企業は①固定客
（ファン）を大事にしている②SNSなど
で情報発信を行っている事業者。
経営支援として、SNSを使えている人を
より伸ばす整備投資等を支援し、上手に
使えていない人には、リテラシーの向上
などの技術的な支援もできれば良いので
はないか。

・業績が落ちていなくても「第２波がくる
のでは」と疑心暗鬼となったり、取引先
の影響をかぶるのではと不安など経営者
のマインドにも影響が出ている。

・東京等への営業活動ができないなど、
「どうしていいのかわからない」という
経営者の悩みの声は多い。

・コロナ禍でも事業承継や海外戦略等の取
り組むべき課題が変わったわけではない
ので、その対応を着実に進めていく必要
があるとの認識。

・廃業により取引関係（顧客情報）や技術
が消滅してしまうことは、地域にとって
も大きな損失。単に廃業をやむを得ない
と処理するのではなく、一部業務を承継
するなどM&Aを含め、地域全体で対策
を考える必要がある。

・中小企業も海外に事業所を持つところが
多い。今後は何を国内で生産し、何を国
外で生産するかの整理が必要。



金融機関名 連携協定に基づく主な取組テーマ（R２～R6）

１ 静岡銀行 事業継承支援・ビジネスマッチング等を通じた地域企業の新陳代謝促進

２ スルガ銀行 個人事業主の住宅取得支援

３ 清水銀行 市内中小企業の事業継承支援

４ 浜松いわた信用金庫 SDGsを原動力とした地方創生

５ 島田掛川信用金庫 地元中小企業・小規模事業者の人材確保支援

６ 遠州中央農業協同組合 地域と歩む魅力ある農業と人材の育成

７ 静岡県労働金庫 勤労者の定住促進

第２期総合戦略（R２～６）の推進にあたり、平成27年度に締結した「地方創生の推進に係る連携協定」に基づき、各金融機関の強みを
活かした特色ある連携や取り組みを展開するため、各金融機関と以下のとおり申し合わせ事項の見直しを行いました。

〔共有テーマ〕時代の変化に適応した「稼ぐチカラ」のある市内事業者の育成


